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都
市
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
研
究
は
、
急
進
派

の
研
究
と
と
も
に
、
近
年
、
宗
教
改
革
研
究
の
中

で
活
発
に
な
っ
て
き
た
領
域
で
あ
る
。
都
市
と
宗

教
改
革
と
の
関
係
を
始
め
て
特
殊
研
究
の
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
扱
っ
た
の
は
、
〉
席
お
畠
ω
o
プ
⊆
犀
N
o

の
切
ミ
ミ
ミ
蕊
肉
§
ミ
ミ
ご
り
劃
お
日
。
。
■
で
あ
る

が
、
近
年
に
お
け
る
研
究
の
活
況
を
も
た
ら
し
た

も
の
は
、
b
d
震
昌
α
寓
0
9
｝
曾
の
淘
ミ
き
器
欝
ミ

§
細
葡
§
§
ミ
識
§
し
Φ
①
b
。
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以

後
、
種
々
な
都
市
に
お
け
る
宗
教
改
箪
研
究
が
行

わ
れ
、
ま
た
一
九
七
七
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
研
究

成
果
を
取
り
入
れ
た
宗
教
改
革
通
史
が
冒
。
亀
曾

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
は
宗
教
改
革
の
成
功
し
た
都
市
、
と
り

わ
け
帝
国
都
市
に
集
中
し
て
お
り
、
蒔
期
的
に
も

一
五
二
〇
年
代
あ
た
り
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
蚕
下
ぎ
§
ミ
肉
巷
ミ
苧

ミ
帖
§
●
の
著
者
で
あ
る
罰
自
げ
㌶
○
犀
は
都
市
の
宗

教
改
革
を
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、
今
ま

で
欠
け
て
い
た
常
総
都
市
、
特
に
宗
教
改
革
の
成

功
し
な
か
っ
た
都
市
研
究
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
は
「
成
功
し
た
都
市
の
宗
教

改
革
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
非
神
学
的
・
政
治
的
・

社
会
経
済
的
な
前
提
、
条
件
及
び
改
革
を
支
え
る

付
随
状
況
の
何
が
、
宗
教
改
革
の
成
功
し
な
か
っ

た
都
市
に
欠
け
て
い
た
の
か
」
　
（
四
頁
）
を
間
お

う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
本
書
で
、
宗
教
改
革
の
失
敗
し
た
領
邦

都
市
の
中
で
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
バ
ソ
ベ
ル
ク

を
中
心
に
、
ト
リ
エ
ー
ル
、
マ
イ
ン
ツ
、
ザ
ル
ツ

ブ
ル
ク
、
パ
ッ
サ
ウ
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
、
ア
イ
ヒ

シ
ュ
テ
ッ
ト
の
八
つ
の
司
教
都
市
を
と
り
あ
げ
る
。

一
五
二
〇
年
代
に
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
バ
ソ
ベ

ル
ク
、
マ
イ
ソ
ツ
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
で
は
、
説
教
運
動
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

宗
教
改
革
運
動
が
生
じ
た
。
著
者
は
こ
れ
を
初
期

改
革
運
動
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
運
動
は
司
教
に

よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
る
が
、
十
六
世
紀
後
半
に
は
、

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
バ
ソ
ベ
ル
ク
、
マ
イ
ソ
ツ
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
パ
ッ
サ
ウ
、
ト
リ
エ
ー
ル
で
、

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
㎝
豊
動
が
お
こ
っ
た
。
著
者
は
・
本

書
で
、
こ
れ
ら
の
都
市
と
宗
教
改
革
と
の
親
和
性

を
、
十
六
世
紀
後
半
ま
で
視
野
に
い
れ
て
、
都
市

の
自
治
権
獲
得
運
動
と
宗
教
改
革
と
の
関
係
に
焦

点
を
絞
っ
て
、
考
え
よ
う
と
す
る
Q

　
中
世
末
、
本
書
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
多
罪
に
お

い
て
も
自
治
権
獲
得
運
動
は
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ

は
失
敗
し
て
し
ま
う
か
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
都
市
行
政
を
握
っ
て
い
た
の
は
、
領

邦
君
主
で
あ
る
司
教
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
初
期

改
革
運
動
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
運
動
の
両
運
動
と

自
治
権
獲
得
運
動
と
の
結
び
つ
き
も
全
般
的
に
弱

い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
司
教
は
同
位
に
領
導

君
主
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動

（
初
期
改
革
運
動
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
運
動
）
の

取
締
り
は
同
時
に
領
髪
主
権
の
強
化
政
策
で
あ
る

と
い
う
面
を
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、

自
治
権
獲
得
運
動
が
活
発
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

両
運
動
は
支
え
を
も
た
ず
、
敗
北
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
市
が
領
邦
君
主
（
1
1
司
教
）
か
ら
独
立

で
き
な
か
っ
た
点
に
、
初
期
改
革
運
動
並
び
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
運
動
の
敗
北
の
条
件
を
蔽
い
出
せ

る
と
著
者
は
主
張
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

著
者
は
、
宗
教
改
革
の
進
展
を
妨
げ
た
「
非
神
学

的
要
素
」
を
間
題
と
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
関
し

て
、
本
書
で
扱
わ
れ
た
司
激
都
市
の
場
合
に
は
、

そ
の
結
論
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
改
革
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運
動
自
体
の
質
、
及
び
改
革
理
念
が
都
市
に
与
え

る
衝
撃
力
を
も
あ
わ
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
本
書
か
ら
た
だ
ち
に
都
市
の
宗
教
改
革
全
体
に

関
す
る
新
し
い
説
明
を
闘
き
と
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
今
ま
で
研
究
の
欠
け
て
い
た
都
市
と
時
期

を
と
り
あ
げ
た
点
に
本
書
の
意
義
が
見
い
出
せ
る
。

こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
研
究
が
さ
ら

に
多
く
の
都
市
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
　
　
（
二
九
〇
頁
　
一
九
七
八
年
国
ぽ
簿
－
O
o
簿
餌
）

　
　
　
　
　
　
　
（
中
谷
博
幸
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

奥
田
央
著

　
『
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
政
策
史
』

　
十
月
革
命
後
の
ロ
シ
ア
社
会
農
経
済
の
展
開
に

と
っ
て
、
二
〇
年
代
の
農
民
1
1
農
業
聞
題
が
重
要

の
意
昧
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
漸
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
こ
と
は
単
に
農
業
の
全
面
的
集
繍
化
の
前
史

と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
寧
ろ
二
〇
年
代
の
共

産
党
の
政
策
決
定
の
最
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
い
う
意
味
に
於
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば

最
近
重
版
さ
れ
た
論
文
集
『
十
月
革
命
と
ソ
ヴ
ェ

ト
農
民
』
　
（
一
九
七
七
年
、
モ
ス
ク
ワ
）
の
指
摘

を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
ソ
ヴ
ェ
ト
農
民
距
藤
下
閥

題
は
、
我
が
国
で
も
、
と
り
わ
け
共
同
体
論
を
基

軸
と
し
て
久
し
く
研
究
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ

る
。
漢
内
謙
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
』
　
（
一
九
六
二

年
、
勤
草
書
房
）
　
『
ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体
制
の
成

立
』
（
第
一
部
・
一
九
七
〇
年
、
第
二
部
・
一
九

七
二
年
、
第
三
部
・
未
刊
、
岩
波
書
店
）
、
保
田
孝

一
『
ロ
シ
ア
革
命
と
ミ
ー
ル
共
同
体
』
　
（
一
九
七

一
年
、
御
茶
の
水
書
房
）
、
和
田
春
樹
『
農
民
革

命
の
世
界
』
　
（
一
九
七
八
年
、
東
大
出
版
）
等
々

思
い
つ
く
ま
ま
で
も
第
一
級
の
労
作
を
挙
げ
る
こ

と
が
出
来
る
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
て
我
々
は
本
書
の
公
刊
に
よ
っ

て
又
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
共
有
財
産
と
す
る
こ

と
が
出
来
た
と
書
え
よ
う
。

　
こ
こ
は
「
紹
介
」
の
揚
で
あ
る
が
、
大
部
の
本

書
を
生
半
可
に
「
紹
介
」
し
て
も
、
本
書
の
内
容

を
汚
す
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
限
ら
れ

た
紙
幅
で
要
略
よ
く
ま
と
め
あ
げ
る
能
力
も
私
に

は
欠
け
て
い
る
の
で
、
思
い
つ
く
ま
ま
を
連
ね
る

こ
と
で
著
老
と
読
者
諸
氏
の
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。

　
本
書
で
は
「
農
民
経
営
と
は
乗
分
化
な
ま
ま
で

…
…
主
と
し
て
農
村
の
原
料
を
加
工
す
る
農
村
経

済
か
ら
分
か
ち
難
い
有
機
的
一
部
分
を
構
成
し
て

い
た
」
　
（
V
貝
）
農
村
ク
ス
タ
ー
リ
工
業
が
、
ネ

ッ
プ
の
導
入
直
後
に
活
発
化
し
て
か
ら
、
全
面
的

集
団
化
と
相
前
後
し
て
農
工
分
離
に
至
る
ま
で
の

過
程
が
詳
細
に
追
求
さ
れ
て
い
る
。

せ
ば
以
下
で
あ
る
。

第第第血忌
四三ニ一
章章章章章

第
五
章

章
立
て
を
示

　
本
書
で
の
著
者
の
基
本
的
姿
勢
は
、

れ
は
眼
を
農
村
内
部
へ
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
　
（
二
三
九
頁
）
と
い
う
態
度
で
一
貫
し
て
お

り
、
そ
れ
が
豊
寓
な
資
料
、
浩
潮
な
文
献
に
よ
っ

て
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
。
資
料
に
関
し
て
は
、
農

村
工
業
の
中
軸
を
成
す
製
粉
工
業
、
皮
革
工
業
、

搾
油
工
業
等
の
個
別
専
門
誌
の
渉
猟
と
執
拗
な
考

究
は
辞
易
さ
え
覚
え
る
程
で
あ
る
。

　
だ
が
ク
ス
タ
ー
リ
工
業
の
研
究
は
そ
れ
自
体
と

し
て
は
決
し
て
「
個
別
研
究
」
な
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
ク
ス
タ
ー
リ
工
業
が
当
時
、
国
民
的
生
産

エ
巷
。
崔
。
Φ
葛
。
障
む
ご
。
叢
話
。
（
戸
急
騰
琵
”

《
①
同
§
δ
塁
・
お
。
【
8
Φ
0
9
℃
Φ
…
⑦
》
ド
露
ω
葛
ぴ
謎
．

お
）
と
味
ば
れ
た
よ
う
に
広
汎
な
規
模
で
、
特
に

農
民
の
消
費
財
を
充
た
し
て
い
た
が
故
だ
け
で
は

市
場
と
営
業

新
経
済
政
策
と
燧
民
的
小
工
業

特
恵
政
策
以
後

調
達
危
機
と
農
民
的
小
工
業

「
ク
ス
タ
ー
リ
を
階
級
と
し
て
絶
減

せ
よ
」

農
工
結
合
論
の
農
開
過
程
i
理
念

史
に
よ
る
総
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
わ
れ
わ
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